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は じめ に

熊本大学教育学部附属小学校では,例 年,熊 本県

立あ しきた青少年の家にて,5年 生児童を対象とし

て300mの 遠泳を中心とした臨海学校を行っている.

その意義は,平 成29年 告示の小学校学習指導要領解

説 特別活動編1)で も示されている.な お,こ の行事

は,50年 以上の歴史を誇 り全国でも稀にみ る試みで

あり,遠 泳を中心とした二泊三 日の臨海学校を通 し

て,テ ーマである 「自主,自 立,鍛 錬,協 力」の精

神を育む ことを目的としている.今 回は,平 成30年

度の臨海学校(遠 泳)に っいて報告 したい.

1実 践 の 概 要

(1)テ ーマ

自主,自 立,鍛 錬,協 力

(2)め あて

① 遠泳や マ リン活 動を通 して,心 と身体 を鍛 え る.

② 自然体 験 を通 して,自 然 に親 しみ,自 然 を大切

にす る気持ちを もっ.

③ 水俣 病資料館の見学 と語 り部の方の話を聞 く活

動を通 して,水 俣病や 生活環境 を守 る取 り組み に

っいて正 しく理解 し,今 自分 にで きる ことを考え

る.

④ 自分の ことは 自分で行 い,ま た,協 力すべ きと

ころは友達 と協 力 しなが ら自主的 に活動す る.

(3)期 日

平成30年7月18日(水)～20日(金)(二 泊三 日)

(4)場 所

① 芦北町立鶴 ケ浜海水浴場(遠 泳)

② 水俣 病資料館(見 学)

③ 熊本県立あ しきた青少年の家(宿 泊)

(5)参 加児童及び引率者

① 参加児童108人

② 引率者19人

(6)引 率者の役割分担及び人数

全体 指揮 にっ いて は,副 校長,教 頭,主 幹教 諭

が行 う.具 体的 な活動 の役割及び人数 にっいては,

遠泳指 導を全職員 で,キ ャン ドル の集 いを2人,

磯観察 を2人,星 の観 察を2人,ペ ー ロ ンを2人,

生活指導を2人,保 健指導 を1人 で担 当す る.

(7)集 団行動の きま り

① 素早 く,静 かに整然 と行動す る.

② 集合はゆ と りをも って5分 前 にす る.

③ 先生や班長の指示 を守 る.

④ きちん と した服 装,気 持 ちの よい挨拶,言 葉遣

い,態 度 をとる.

⑤ 水俣病 資料館,あ しきた青少年 の家 でのマナー

を守 る.

⑥ 自分 の持 ち物 は,自 分で責任 をも って整理及び

保管す る.

⑦ 自然を大切 にす る.

⑧ 自分の健康状態は,自 分で注意す る.

(8)安 全面に おける留意点

① 遠泳 に伴 う安全を しっか り確認 してお く.

② 火災 に伴 う安全を しっか り確認 してお く.

③ 宿泊地や見学地 にお ける安全 を しっか り確認 し

てお く.

④ 不審者等 に対す る安全を しっか り確認 してお く.

*1熊 本大学教育学部附属小学校

*2熊 本大学大学院教育学研究科

2遠 泳 に 向 けた練 習(授 業 時間外)

(1)目 的

臨海学校での300m遠 泳に向けた練習を行い,

自信をもって遠泳に臨むことができるようにする.

(2)指 導者

5年 生担任及び引率者

(3)対 象児童

プールにて300m泳 ぐことができない児童及び
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希望者(18人)

(4)練 習時間

13:15～13:45(30分 間)

(5)練 習 日

計9回(6月27,29日,7月2,4,6,9,11,

13,16日)

(6)留 意 事項

① 練習 を行 う児童 にお いて は,保 護者 の参 加の了

承を得た上で指導 に当た る.

② 練習前後の健康観察を必ず行 う.

3臨 海 学 校 結 団 式

(1)目 的

引率者 の確認 を行い,安 全 に臨海学校 を進 めて

い こうとす る態度を養 う.

(2)日 時

平成30年7月10日(火)13:20～13:40

(3)参 加者

5年 生児童108人,引 率者18人

(4)結 団式の流れ

13:20開 会

副校長先生の話

13:25引 率の先生の紹介

13:35児 童代表挨拶

13:40閉 会

・
"

公

翼

.

.
鷹

触

ン
ニ

.『

讐

.;

ひ
多

琴
三

ぐ
肇
磨

r図

。一, _一 ご ⑦ ・弓貸一 藁慮
もき撃 ミ≒';暫舞 敷'絶 き漏=

～ 一.一 繍

遠泳練習の様子

4海 洋 研 修1(遠 泳 練 習)

(1)活 動時間

1日 目15:00～16:40

(2)活 動の流れ

14:40青 少年の家前集合(5分 前 に トイ レを

済 ませて整列 してお く)

・健康観察 ・準備物の確認

14:45青 少年の家出発

14:55研 修場所到着,準 備

15:00点 呼,準 備運動,内 容説 明

15:05水 慣れ

・胸の深 さ付近 を岸 に平行 に泳 ぐ

(約80m)

15:20休 憩

15:30遠 泳練習(約100m)

・泳法指導

・1.5～2mの 深 さ付近 で泳 ぐ(図1)

16:10点 呼,整 理運動,ま とめ(図2)
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5海 洋 研 修 皿(遠 泳 練 習)

(1)活 動時間

2日 目9:00～11:20

(2)活 動の流れ

8:45青 少年の家前集合(5分 前 に トイ レを

済 ませて整列 してお く)

・ 健康観察 ・準備物の確認

8:50青 少年の家 出発

9:00研 修場所到着,準 備

9:15点 呼,準 備運動,内 容説 明

9:20水 慣れ

・胸の深 さ付近を岸 に平行 に泳 ぐ

(約100m)

9:50休 憩

10:00遠 泳練習(約140m)

・前後の間隔は ,5mを 目安 とす る

11:20点 呼,整 理運動,ま とめ

6海 洋 研 修 皿(遠 泳 本 番)

(1)活 動時間

2日 目13:00～14:50

(2)活 動の流れ

12:50ビ ーチ集合(5分 前 に トイ レを済 ませ
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て整列 してお く)

・健康観察

13:00点 呼,開 会,準 備 運動,心 構 え,学 級

ごとに士気を高め る(図3)

13:20遠 泳(300m)

・前後の間隔は ,5mを 目安(図4)
・足のつか ない深 さで

14:50点 呼,整 理運動,ま とめ

(3)遠 泳の時間

遠泳 の本番 には,90分 の時 間を予定 してい る.

潮の流れ や天候 な どの 自然状 況で,前 後す るが,

ゆ と りを もった時 間を設定 して いる.今 年 は,若

干早め に終了 した.

(4)泳 ぎ方

泳 ぎ方 は,平 泳 ぎと して いる.長 時間泳 ぐの に

適 した平泳 ぎで泳 ぐことを,練 習 の段 階か ら指導

し,本 番 にお いて も全ての子 どもが平泳 ぎで泳 ぐ

ように した.

(5)暉麸タ1

隊列 は,一 列で泳 ぐことと してい る.縦 横 に隊

列を組んで泳 いでい くことが一般 的だが,引 率者

が一人一人の安全を確認 しなが らサポー トしてい

くため に,間 隔 をと って一列で の隊列 と してい る.

マ

図3学 級 ごとに士気を高める

㌦
図4遠 泳本番における前後の間隔

7海 洋 研 修 時 の 監 視 体 制

及 び 事 故 発 生 時 の 対 応

(1)海 洋研修 時の監視体制

海洋研修1・II・ 皿 ともに職員 と遠泳補助の学

生(熊 本大学 と連携 して,15人 の学生 を派遣 して

いただ いて いる)を 配置 し,監 視 を行 う.そ の際

には,以 下 の点 に留意す る.

① 職員 は,ラ イフジ ャケ ッ トを着用 し,笛 と救 命

具を持 って所定の場所 にっ く.

② 職員2人 は,カ ヌーに乗 り監視す る(図5).

③ 本部(沿 岸 の中央部)か ら,管 理職 が全体 を監

視す る.

④ 本部 に,養 護 担 当の職 員,拡 声 器,携 帯電 話,

AED,5年 児童の緊急連絡先を置 く.

⑤ 子 どもたちは,ブ イ(ロ ー プ)と 職員 の間を泳

ぐ.

(2)通 過の確認 ・伝達

職員 は,目 の前 を子 どもが通過 した ら,隣 の職

員へ通過 の伝達 を次 の ように行 う.な お,カ ヌー

に乗 って いる職 員は,子 どもた ちの監視 を行 うと

ともに,通 過 の確認 ・伝達 が確実 に行わ れてい る

かチ ェ ックを行 う.

① 同 じ番号の3人 の子 どもたちが まとまって通過

」 一'■ ■ ■■■■ ■■ ■ ■■隔Lロ　

i■ 隔..一のダ　 ロ へ しロ コ 　

め ナ　 セおゆゆ ヤマ 　 はれ ロらづ 　むガけ 　

瓢 驚 乞二慧叢 ・鰭 叢態護:

蕪薯τ:嘆 懇 欝響 難馨 撃
拳琴馨難爆譲 叢墓

》 亨三き 沖 ・.」_一 一㌦_。 一.覧 一 一三 ＼ 耐7

図5遠 泳 本 番 に お け る カ ヌ ー に よ る 監 視

した場合

例:「 ○○番の青,赤,黄,通 過 しました」

② 同じ番号の2人 が通過 し,一 人が遅れている場

合

例:「 ○○番の赤,黄,通 過 しま した.青 は遅

れています」

「先ほどの○○番の青,通 過 しました」

(3)態 度決定について

海洋研修実施の態度決定にっいては,副 校長,

主幹教諭,体 育主任で協議 し,最 終的に副校長の

判断により,態 度の決定を行 う.な お,研 修中に

急に天候が変化 した場合には,副 校長が研修の続

行もしくは中断の判断を下 し,全 体に指示を出す
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(副校長→主幹教諭 ・体育主任一・全職員→児童).

(4)事 故発生対応について

① 水難者を発見 した者は,笛 を鳴 らして周囲の職

員と学生を呼び,協 力して水難者の救助に向かう.

② カヌーに乗 っている職員は,カ ヌーにて現場 に

急行するとともに,本 部へ救助要請の合図を送る

(この時点で子 どもに意識がないような場合には,

体育主任が養護担当の職員 に119番 の連絡を直ち

に行うように合図を送る).

③ 他の職員は,遊 泳中の他の児童に対 し,現 在地

から陸に向か って最短距離を泳ぎ,陸 に上がるよ

う指示を出し,子 どもたちと一緒に陸を目指す.

④ 養護担当の職員は,拡 声器 と携帯電話,AEDを

持ち,水 難者が運ばれる場所に行 く.

⑤ 救助 した職員を中心に必要に応 じて救急蘇生を

行い,養 護担当の職員は状況を直ちに判断し,119

番に連絡が必要な場合(② の時点で連絡 していな

い場合で)は,携 帯電話で連絡する.

⑥ 学級担任は,学 級 ごとに子どもを海 とは反対側

を向かせて並ばせ,点 呼を行う.

⑦ 水難者の担任 と副校長,蒲 地(救 急)が 救急車

に乗り,病 院へ向かう.

⑧ 養護担当の職員は,状 況に応 じて水難者の保護

者へ連絡を行う.

8職 員の反省

(1)活 動 日程

① 実施時期及び 日程 にっいて

海で の活動 という ことで あれば,時 期 は妥当.

活動時期 にっ いては,こ の ままで よい.遠 泳 とい

う附小伝統 の行事 のため には,妥 当な 日程 であ っ

た.練 習 を通 して,泳 ぎが苦手だ った子 どもたち

が克服 に向 けて立ち向か う強い心を養 うことがで

きると思 う.

② 宿泊 日数 にっいて

悪天候 の時 の対 応が気 になるが,遠 泳 のみの活

動 と して,一 泊二 日で もいいか も しれ ない.日 程

にっ いては,活 動 内容 とも関わ るが,暑 い中での

野外活動 が多 く,負 担 が大 きいため検討す べ き.

例え ば,一 泊 二 日に して,こ れ までの3日 目の活

動 をな くす.万 が一,天 候が心 配で あれば,1日

目に遠泳 を終 わ らせ,2日 目に水俣病資料館 に行

くとい うようにすれば どうか.

③ 本番の 日程 について

遠泳本番前 の食事 が長引 き,ギ リギ リまで弁 当

を食べて いた子がいたので,も う少 し早 めに食 事

の時 間を切 って,体 調 を整 え,本 番 に備 えるべ き

だ った と思 う.た だ,本 番 まで の時間 をあ まり長

くと りす ぎて も間延び して しまう.ま た,午 前 の

遠泳練 習,午 後 の本番,そ して磯観 察 と炎 天下で

の活動が続 くので,ゼ リー飲料等で の栄養 補給 に

とどめ て午前 の活動を長め にと り,本 番 まで終え

た上で昼食 とい う流れ も視野 に入れてみては どう

か と思 う.

(2)活 動内容

① 遠泳 に向けての練習,本 番 にっいて

300m遠 泳 本番 では,必 死で泳 ぎ,泳 いだ後 も,

友達 を一一生 懸命 応援す る姿が あ った.一 人 も欠 け

ることな く目標 を達成 した ことで,子 どもたち の

自信 にっ なが った.遠 泳の練習 の内容 やその他 の

活動時 間も適 当であ った と思 う.練 習 か ら本番 ま

で を通 して,こ の活動 の意味 を教員 自身が しっか

り考え る ことが大切であ ると感 じた.子 どもたち

は遠泳の中で葛藤 した り悩んだ りす ることがあ る.

それ を乗 り越 えて一一っ また成長 してい く姿 に,ど

う関わ ってい くのか.来 年以降 もまた行 く機会が

あ ると思 うので,そ れ まで に考 えて いきたい.し

か し,本 番 は,予 定 よ りも早 く終 了 した(全 体的

にペ ース が早 か った のだ と思 う).後 半 どう して

も集団 にな って くるところもあ ったので,間 隔 は

十分(60～90秒 ほど)と って よい.

(3)子 どもの様子

① 本番 に向 けて の意識が高 まりと完泳の感動 にっ

いて

300m遠 泳 本番 に向 け,練 習 に も真剣 さが増 し

て い く子 どもたちの姿が見 られ た.初 日は遠泳 に

対す る意識面 で指導をす る ことがあ ったが,徐 々

に全員で完泳す るという意味付 けを して,意 識 を

高めて い った.臨 海学校 まで に高 める部 分 と臨海

学校の中で高め るというメ リハ リを も った指導 を

行 って い くことで,子 どもたち の達成 感 も大 き く

なるのだ と感 じた.

② 生活面の課題 にっ いて

返事が とて もよ く素直だ と思 う反面,行 動 にっ

なが らない と感 じる場面 もあ った.例 えば,館 内

で走 って移動 した り,ト イ レで のお しゃべ り した

りなど.大 部屋 の子 たちは騒 いで いて何度 か指導

した.学 年 の様子 によ っては洋室棟 を前 もって希

望す るなどもあ って よいのか も しれ ない.

9子 どもの反省

Hさ ん

遠泳で は,私 は泳 ぐのが苦手で海 に入 るの も初め

てで,プ ール とは違 って深 く不安 で した が,昼 練 し
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てい るとき励 ま して くれた り,途 中で海水 を飲んだ

り焦 って進 まなか った時 に励 ま して くれた り した友

達 を思い 出 して,み ん なの 目標 の300mを 全員完 成

とい うものを達成す ることがで きま した.

ルす るまで応援 した り,み ん なで一体 とな って頑張

れた ことは,私 にと って最高の思 い出にな りま した.

今 回学 んだ ことを忘れず に,こ れか らの生活 に生か

してい きたい と思 います.

Y君

僕の個人 目標 は,「300m遠 泳を泳 ぎきる」 で した.

色 々な場面 でみ ん なか ら助 け られ た り,一 生懸命協

力 し合 った りしま した.だ か らこそ,と て も心 に残 っ

た と思 い ます.苦 しか った けど,み ん なで 力を合わ

せて頑張 ったので,全 員 が完泳す ることができ ま し

た.遠 泳 の掛 け声 も大 きな声で言 えて,思 い出に残 っ

て 良か ったです.こ の ことを忘れず に,こ れ か らの

学校生活 に生か して いきたい と思い ま した.

Rさ ん

私が遠泳で クラゲに刺 された時 は,友 達 が持 って

いた薬 を塗 って くれ ま した.と て も嬉 しか った し,

私 も何か あ った時 には,友 達の役 に立 て るよ うに し

た い と思 いま した.今 回 の遠 泳 で300m泳 ぐとい う

ことは,ス イ ミングを習 ってい る私 には簡 単な こと

で したが,全 員で ゴール まで泳 ぎきるとい う目標 を

達成す るた めに,平 泳 ぎが苦手 な子 に上手 く泳 ぐコ

ッを教 えた り,当 日は大 き な声で最後 の一 人が ゴー

10お わ りに

遠泳の本番が近づ くにっれて,子 どもたちの姿か

ら意識の高まりを感 じた.ま た,最 後の子どもが泳

ぎ切 った後,み んなでかけよって喜びを分かち合う

姿は感動的だ った.全 員完泳という目標に向けて,

気持ちを一っにして取り組んできたからだと思う.

1日 目の遠泳の練習では,私 語をする場面が多 く

見 られたが,2日 目になると,友 達応援をす る姿な

どがた くさん見られ意識の高まりを感 じた.子 ども

の様子や臨海学校までの過程を職員が分か った上で,

多 くの役を用意 し,子 どもたちに取 り組ませたこと

に意義がある.こ の経験が,こ れからの子どもたち

の学校生活に生きることを願う.
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